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EU ナノロードマツ プフ 。 

一 % 荻 コードマップの 課題と今後の 展望 一   
Ⅰ @ Ⅰ 

@ ナノポーラス 
j す ノ姦子 / ナノ 観禽 
@ テ ン ド ㍻マ一 

@ 薄鱒 ノコ一すインバ 
  

するロードマップ㊦ む ナノロードマップ ) を 作成し、 

月に ホームページ にて公開した。 ナノ テタ / 

ロジ一に関連する 3 つの研究分野 ( 材料。 健康。 医療、 

ェ ネルギ一 ) を対象に 、 装年 までのナノテクノロジ 

一の中長期的な 予測と概観を 目的としている。 本稿で 

は。 この 窩む ナノロードマップの 概要を紹介すると 共 

に 。 間分野における 技術 ね 一 ド マップがこれから 直面 

すると予想される 課題や今後のあ り方について 検討を 

試みる。 

にわたり調査。 実 

施されたプロジェクトであ る。 3 年目 (20 

界 各国のナノテクの 政策や技術動向に 関する情報の 

収集と分析、 それを基にしたナノテクの 応用分野の 

模索を行い、 続いて 5 年 ) に各分野それ 

ぞ 抱接つの技術領域に 焦点を絞り込んだ 上でロード 

マップ作成作業を 行っている ( 図表 互 ) 。 また。 各年 

のⅡ月に国際会議を 開き、 調査結果を紹介するととも 

に参加者からの 意見収集も行っている ，調査の実施に 

当たっては。 EU の 方図 と イスラエルの 技術系 コ         

ルタントがそれぞれの 得意分野を活かした 形での国際 

的なコンソーシアムを 形成している。 実際のロードマ 

ップ作成においてはデルファイ 調査の手法 

いる。 テ ルファイ調査に 回答した専門家 は約 

全体の 8 割強が欧州の 各国から、 また 6 割強が アカヂ 

ミア界からの 参加となっている。 

図表 & 事前調査対象領域と 技術は 一ド マップを作成 

した 4 つの技術領域                                               ( 参考文献がを 元 

に科学技術動向研究センタ 一にて作成 ) 

到 U ナノご一 ド マップの特徴として。 技術面以覚の 観 

点が非常に多く 盛り込んであ ることが挙げられる。 ユ年 

目に実施した 事前調査 編 でほ、 各分野における 経済効 

果や社会影響。 技術動向、 世界各国の施策やその 比較 

等を多く扱っている。 技術ロードマップ 編では。 各技 

術の特徴やリスク。 世界における 軋 むの競争力、 将来 

における応用等が 今後も 年間にわたり 予測。 分析され 

ている。 マップ本体は 技術の応用例を 中心にして。 時 

間軸ではなく 開発のフェーズ ( 基礎研究。 応用研究等 ) 

毎に描かれている。 参考として材料分野一ナノ 粒子 ノ 

ナノ複合体領域 ( 以下、 ナノ粒子領域と 呼ぶ ) の 亥 

年のロードマップを 図表安に示す " ここでけ紙面の 関 

翻字のみを示すが、 実際には。 2 

年の合わせて 3 校構成となっている " 

慶 

  ナノ粒子が適用され うら 実用例における、 

アト 了 @% ゑ 五 % ' の 市場の成長予測 ( 縦軸 ) と。 研究開発に 

伴 う 技術的。 経済的リスタ ( 横軸 ) を示したものであ 

る。 横軸はリスクというよりも、 実用化に至るまでの 

課題や障壁の 高さと考えても 良いかもしれない。 
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ナノ粒子領域のロードマップ ( 

数 以下と、 やや競争力が 落ちると感じていることがわ 

かる。 このことはナノ 粒子領域のみならず、 ナノテク 

ノロジ一分野全体に 及ぶ傾向となっており、 

家が自分たちの 産業技術レベルを 世界 ( 特 @ 

本 ) と比較して劣位と 認識していることが 

深 い 。 また、 そもそも 査 設計自体も、 中小やべンチ 

ャ 一企業を重要視 ( 問 視 ) したものになっているこ 

とがわかる。 そこことからも 孔ひ が考えるナノ テ タ分 

野の中小。 ベンチャ一企業の 役割の重要性が 伺える。 
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図表 イ 轄 むの各組織の 世界における 競争力に関するデ 

ルファイ調査結果 ( ナノ粒子領域 ) が 
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と 実用化の展望や 主導国の研究開発活動の 動向が示さ 
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できて興味深い。 一例を挙げると。 カーボンナノ チュ 

一ブ領域の主導因に 関する研究開発動向でけ。 カーボ 
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の 活動状況 は -.- 切触れられていない。 数 ぺ ー ジにわた 

る 記述の中で主に 取り上げられているのほ 米国の大学 

と 一部の企業で、 それらに加えて 韓国や台湾の 企業 
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センサ一に関する 成果の -- 例 として見ることができる。 

3-4 材料分野における 提言 

最後に 、 本 ロードマップの 材料分野では 次の 3 点を 

提言している。 第 互に、                   プロセス技術 め 高度 4% 

を 進めること " これによって、 技術の再現性を 高める 

と 共に製造コストを 抑え。 リ ザイクル効率を 高めて 持 
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発 に伴う技術的。 経済的リスク ぃ 

セクタ一の世 3-3 包 U の各組，。 。 における 競 力 

次にむ U の各組織。 セクタ一の世界における 競争力 

に関する記述に 注目する。 図表 4 はナノ粒子領域の 軋む 

の国際競争力に 関する ヂ ルファイ調査の 回答結果であ 

る。 ヂ ルファイの回答者は。 ナノ粒子領域における 已 U 

の技術レベル ほ 、 学術レベルや 大企業ではあ る程度 競 

手力を有しているものの、 中小 や べンチヤ一企業 レ べ 

を
 
選
択
し
た
回
答
者
が
 

半
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続 可能なシステムを 構築する。 第 2 に、 製品開発型ベ 

ンチヤ一に対するリスクキャピタルを 増加させること。 

これによって。 ハイリスクハイリターンの 研究開発が 

促進されると 共に。 大企業のメーカ やキヤ ピタリスト 

と 一体となった 市場の確立 / 拡大が期待される。 第 8 

に 、 ナノテクにおける 研究開発拠点を 設立すること。 

これは特にべンチヤ 一や 中小企業にとって 有益であ る 

としている。 8 番目のナノテク 融合拠点の設立に 関して 

は、 デルファイ調査結果も 合わせて示しており 鰹 表 7) 、 

大多数の専門家がこれに 賛同している。 このような融 

合拠点け 、 単に技術の融合に 効果的なだけではなく、 

中小やべンチヤ 一 、 大企業や公的部門といった 各 セタ 

タ 一間の技術の 流動性を高め、 市場へのタイムザイク 

ルを早めることも 期待される。 

あ に 
全的 

な 拠点は必要か ? 

84% 

図表 5  ナノテク産業の 発展を目指した 融合拠点の設 

立に関するデルファイ 調査結果 ( 参考文献 りを 基に科 

学技術動向研究センタ 一にて作成 ) 

， -1-5  まとめ 

これまで見てきたよ う に。 封 じ ナノロードマップは 技 

術 的な解説よりも。 社会的。 経済的な観点からの 記述 

が 充実していることがわかる。 本 ロードマップの よ う 

な国 レベルの戦略立案に 資するレポートでは、 第一に 

社会的アジェン ダ を前面に押し 出ず 軋 U の特徴が現れ 

ている。 特に 、 ナノテクノロジーは 

られたリスボン 戦略の目標達成の 

れている分野であ り、 本 ロードマップ は これと共に 

7 年よりスタートする 第 7 次フレームワークプロバ   

ラム : が㍗ 7 をも見据え。 ナノテク戦略の 明確化や課題 

の 浮き彫りを計ったものと 考えられる。 また、 第 2 章 

0 目的でも述べたよ う に 、 本 ロードマップは 産業界、 

特に中小企業やべンチヤ 一企業へのメッセージ 性が強 

く 、 そのため個別要素技術の 深い解説よりも。 各技術 

における今後の 研究開発のポイント や 注意すべき項目。 

鰯 U におけるナノテクノロジー 全体の動同把握。 紹介 と 

いったところに 重点を置いているものと 推測される。 

日本ではナノテク 分野全体を傭 敵 した形での技術ロ 

一ド マップは 、 主に経済産業省が 主導し作成した「 技 

術 戦略マップ ( 分野別技術ロードマップ ) 」が。 ナノ テ 

ク ビジネス推進協議会 ( 肘 C めが作成した「 凶 

、 ジネス戦略ロードマップ」 3) が広く知られている。 こ 

れらの中でも。 経済産業省のロードマップは 政府主導 

のもと作成されたという 点で、 軋 U ナノロードマップと 

の類似性が高い。 そこで、 本章では両者の 比較をする 

ことで。 それぞれのメリッ㌃。 デメリットを 簡単に考 

察する。 

まず大きな違いはその 構成が挙げられる。 

一ド マップでは各国の 動向を主に調べた 事前調査 編 と 

実際のロードマップを 含む技術ロードマップ 編の 2 段 

階 ( 計 7 つのレポーいで 構成されているが。 経 産省 

の方 は 。 政府の施策や 民間企業の取縄を 主に示した導 

入シナリオ、 当該分野における 技術課 

した技術マップ、 それに実際に 時間軸にそって 技術 

題や求められる 機能を示した 技術ロードマップの 3 部 

構成となっている " 

また、 特徴として Rtr の方は、 ロードマップ と 

っているものの 実際のマップ 本体の記述はごく 一部で、 

残りの多くを 社会的応用 点から記述されている。 

社会的制約やコスト 面の 世界における 河 U の 競 

争力などがそれにあ たる。 一方、 経産省の方は 技術的 

な詳細さという 意味で 靱 U のそれを大きく 上回ってい 

る，非常に充実した 技術ロードマップがそれを 表して 

いる。 従って一見して 視覚的にインパクトが 大 ぎく。 

基本的に文章中心の 軽むのそれとは 

お、 軋 U ナノロードマップは 文字通りナノテクのみを 扱 

ったマップであ り、 経産省は全技術領域をカバー す る 

プロジェクトであ る ( 計丑 技術領域 )" 四 一 
ナノテクノロ 、 ジ ・ --@ ま タ分野 : 融合 ; 的な 勅 千案きそ 頃 圭或 であ ，り、 

を ㎡年 @% する @ こあ ，たって @ ま ヰぬ のタケ 野 : に 

； ; 多く存在する。 すな む ち 、 サ " ノテ 

ク のように新しい 産業の構築を 目指す研究領域では、 

技術的実現の 不確実性 / 市場の不確実性から、 技術と 

- 一 1122 一 



製品との っが がりをマップ 中に描くことは 非常に難し ど双方にとってより 良い結論を得ることも 可能となる 

い " 仮にあ る社会的。 市場的共通目標をかかげたとし かもしれない。 また、 同分野の現在の 高度化。 複雑化 

ても。 それを特定のナノテク 分野の研究 課 まで落と した技術体系においては。 国内のリソースで 実現可能 

し 込むのほ容易ではなく。 研究者。 経営者はどの 技術 な技術と海覚との 協力が不可欠な 技術の双方が 存在し 

シーズがその 目標に対し有効であ るか。 そもそもどれ ている " そこで、 国際連携が必要と 考えられる技術に 

だけの ( 有効な ) シーズを持っているのかさえ 的確に ついては、 産学宮が結集するロードマノ ブ 作りの場で 

判断できず、 見掛け ヒ の " シーズの潜在化 " に直面す その連携先や 実現可能性等について 議論を行 う べきと 
ることになる "l) 注 2) 

各組織。 セ タターが所有する 技術ロードマップの 関 

係を 、 技術 ( 分野 ) 傭轍 度を縦軸に。 ロードマップの 

公共性を横軸にとり 整理し に 示す。 政 

府 主導型の技術東一 ドマッ 略の明確化 

を 進めながらも。 必要以上にナノテクの 持つ可能性を 

狭めることの 無いよう注意する 必要があ る。 

h 七七 p: ノノ靭 ㍾。 れ巳皿 。 で <oadd 皿と P 。 上士 / 

2) 技術戦略マップ ( 分野別技術ロードマップ ) ホーム 

ぺ ー ジ : ht 礎 ://www, 皿 edo.90. 」 p/roa ㎞ 緯月 ㎡ ex.ht ㎡ 

鈴 ナノテクノロジービジネス 推 協議会 鰹 ㏄ 1) ホ一 

ム ページ : ㎞ tp:// 沖榔 。 曲 ci, 睡 / 

%  安永裕幸 ノ尹泰聖 「 テタ ノロジーロードマップ 一枝 止めぬ 術 知識の傭 傲と 分析による新産業創造」オープン ナ レ 

ここ数年の間に 各国政府や共同体を 中心に、 研究開 ッジ (2006) 

発戦略の明確化。 各セクタ一の 英知の結集。 国民への 5j H 。 C 種品 rou 鮒 。 「 錘 enTnnovat 士 ionI ( 大箭恵一朗 訳 ) 

説明責任といった 観点から、 盛んに技術ロードマップ 産業能率大学出版部 (2004) 

の作成が行われるよ う になった。 当然これら各国の 取 

籠は 同時進行している 状態で、 相互の連携などはまだ 

                                    従って現段階では、 自国もしくほ 賈 U         

のような国際的連合体が 産業競争力を 高める目的のた 

わ にロードマップは 作成されている。 しかし各国漢 は 

同時難に作成している 技術ロードマップは。 またとな 

い 国際協調のためのツールとなり 得る。 特に今後、 ナ 鹿 ) 田鰻 聡は睡 ら @ ま部 藷書 

ノテク分野では 積極的に行われるであ ろう国際標準化 @ おす 鮒 紳 - サ   / トク 

の 作成や国際的な 共同研究開発の 提案の場でほ、 双方 

の技術ロードマップをべ ー スとして検討を 行 う ことで、 

議論の効率化や 技術シーズの 比較、 応用例の差別化な 

してもる。 ナノテクロ一十   

点をどこまで 靭 め込める力が 太き 

一 っとな研尋 姦 

一 1123 一 


